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編
集
後
記 

長
い
冬
も
過
ぎ
去
り
、
春
・
新

し
い
年
度
で
す
。
し
ば
ら
く
御
無
沙
汰
し
ま

し
た
が
又
動
き
回
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
依
然

と
し
て
地
方
に
厳
し
い
時
代
で
す
が
と
に

か
く
明
る
く
元
気
を
出
し
て
行
き
ま
せ
ふ
。 

議
員
定
数 

二
十
四
に 

全
市
一
区 

十
一
月
九
日
告
示 

村
下
・「
む
ら
げ
」
と
読
む
。
た
た

ら
操
業
の
現
場
責
任
者
で
技
師

長
。
代
々
一
子
相
伝
で
技
術
が
受

け
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
。 

堀
江
要
四
郎
＝
第
十
四
代
菅
谷
た

た
ら
表
村
下
。
明
治
十
九
年
・
父

圓
介
（
十
三
代
村
下
）・
母
モ
ン
の

長
男
と
し
て
菅
谷
に
生
ま
れ
る
。 

父
圓
助
・
祖
父
利
助
と
も
に
村
下

で
田
部
家
七
つ
の
鈩
を
持
ち
回
り

指
揮
す
る
名
人
だ
っ
た
と
い
う
。 

要
四
郎
は
十
二
才
で
炭
焚
と
し
て

使
わ
れ
、
十
八
才
で
炭
坂
と
し
て 

五
分
役
に
見
て
も
ら
う
。
そ
し
て

二
十
歳
で
十
四
代
・
村
下
と
な
る
。 

大
正
十
年
「
菅
谷
た
た
ら
」
が
停

止
す
る
ま
で
十
七
年
間
鉄
を
作
り

続
け
る
。
昭
和
四
十
四
年
八
十
三

才
の
時
最
後
の
村
下
と
し
て
菅
谷

た
た
ら
復
元
操
業
に
当
た
っ
た
。

た
た
ら
復
元
は
要
四
郎
翁
の
五
〇

年
前
の
記
憶
を
頼
り
に
進
め
ら
れ

た
。
操
業
の
苦
労
話
に
な
る
と
熱

が
こ
も
り
涙
な
が
ら
に
話
さ
れ
た

と
い
う
。
操
業
の
模
様
は
鉄
の
歴

史
博
物
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

昭
和
四
九
年
六
月
没
・
八
七
才
。 

 

市
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会 

 

昨
年
３
月
に
発
足
し
た
「
議
員
定

数
等
検
討
委
員
会
」
で
十
回
に
わ
た

り
議
員
定
数
、
選
挙
区
、
議
員
報
酬

な
ど
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

定
数
の
削
減
陳
情
が
出
る
な
ど
注
目

さ
れ
て
き
た
委
員
会
で
陳
情
者
を
招

致
し
て
ご
意
見
を
伺
い
、
又
自
治
会

連
合
会
、
雲
南
Ｊ
Ａ
、
雲
南
市
商
工

会
、
雲
南
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表

者
か
ら
御
意
見
を
伺
う
な
ど
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
定
数
検
討
委
員
会
か

ら
議
長
へ
の
答
申
を
受
け
て
、
三
月

二
十
一
日
議
会
最
終
日
に
「
議
員
定

数
を
二
十
四
名
と
す
る
」
条
例
が
議

員
提
案
さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
成
立

し
ま
し
た
。 

こ
れ
で
全
市
一
区
、
定
数
二
十
四
名

が
正
式
に
決
ま
り
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
発
表
さ
れ
た
十
一
月
九
日
告

示
、
同
十
六
日
選
挙
が
決
定
し
ま
し

た
。
雲
南
市
の
人
口
約
四
万
四
千
人
、

有
権
者
約
三
万
七
千
人
と
す
る
と
議

員
一
人
当
た
り
人
口
約
一
八
五
〇

人
、
有
権
者
数
で
約
一
五
〇
〇
人
と

な
り
ま
す
。
ま
た
全
市
一
区
の
選
挙

で
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
現
在
約
六
〇

〇
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

菅
谷
た
た
ら
最
後
の
村
下 

 
 
 
 

堀
江
要
四
郎
翁 

 

 

因
み
に
吉
田
町
で
約
八
〇
カ
所
あ

り
ま
す
。
箇
所
数
の
減
が
検
討
中
。 

市
長
選
挙
も
同
時
に
執
行
さ
れ
ま

す
。
残
る
任
期
中
、
定
例
議
会
は

六
月
と
九
月
の
二
回
で
す
。 

尾
原
ダ
ム
定
礎
式 

 
 
 

命
育
む 

オ
ロ
チ
の
泉 

平
成
十
九
年
九
月
議
会
・
市
長
行
政
報

告
で
「
市
役
所
建
設
位
置
を
決
定
し
た

い
」
と
の
表
明
を
受
け
て
、
議
会
で
は

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
六
回
の
審

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

合
併
協
議
で
は
木
次
町
、
三
刀
屋
町
、

及
び
木
次
合
同
庁
舎
周
辺
の
内
か
ら

「
新
市
で
決
定
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
県
合
同
庁

舎
の
活
用
を
含
め
て
造
成
工
事
な
ど

初
期
投
資
が
少
な
い
「
合
庁
周
辺
」
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
財
政
状
況
を

十
分
に
見
極
め
「
合
併
特
例
債
」
が
活

用
で
き
る
期
間
内
（
Ｈ
２
６
年
ま
で
）

の
建
設
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

着
手
ま
で
に
は
市
民
各
位
へ
の
十
分

な
説
明
と
理
解
が
必
要
で
す
。 

大正天皇の御守刀の原料
に菅谷たたらの玉鋼が選
ばれています。要四郎翁は
決して自慢されませんで
したが密かな誇りでした 

平
成
の
オ
ロ
チ
退
治
と
も
言
わ
れ

る
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
対
策
の

一
つ
、
尾
原
ダ
ム
工
事
の
一
大
行

事
定
礎
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

定
礎
石
は
ダ
ム
の
基
礎
が
無
事
立

ち
上
が
っ
た
こ
と
を
記
念
し
ダ
ム

の
永
久
堅
固
を
願
い
中
央
に
据
え

ら
れ
る
石
の
こ
と
で
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
再
び
人
目
に
触
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
二
年
間
で

六
〇
万
立
米
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

打
設
さ
れ

ま
す
。 

地元小・中学校の生徒が
作文。「明るい未来を願
って」協力して揮毫した
文字が礎石に刻まれま
した。 

 


